
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル あぐり親子体験講座の開講         ＪＡ名 しもつけ （栃木県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

 組合員および地域住民の親子を対象に広く受講を呼びかけ、地元の農産物や農

業に触れ、農業や食の大切さなどを知ってもらい、講座を通じて地域住民との交

流、仲間づくりを展開し、若い世代に親しみをもってもらいＪＡの事業のＰＲを

して利用の拡大を図ることを目的としています。 

２ 概要 １．実施講座名 

 「あぐり親子うきうきクラブ」 

２．対象者 

 当ＪＡ管内の園児（3歳以上）と小学生の親子 

３．講座内容 

 農産物の定植、収穫体験、料理体験等 

３ 成果 

（効果） 

 平成２７年度は５月、８月、１０月、１２月の計４回開催しました。食農体験

講座として６年目を迎えた平成２７年度は、２６組７１人が参加しジャガイモの

定植、収穫体験や地元の農産物を使ったバーベキュー、大笹牧場での農業体験な

どを実施しました。 

 農業体験の中では、参加者が植えた農産物の収穫をすることができ、地元の農

産物や農業に触れ、農業の大変さとともに農業や食の大切さを楽しく学んでいた

だけました。 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２８年度も年４回の講座の中で、野菜苗の定植、苺の収穫体験、料理体験

を実施する予定です。 

 


